
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

Smile 
N o . ３ 

２年⽬になりました「持続可能な学校のあり⽅を探る実践モデル校」事業ですが、10 ⽉ 11 ⽉に計
４回オンラインで情報交換会を実施しました。参加校はモデル校を含めると、昨年度の 約３倍 の 
約 100 校 の教職員の皆さんが参加されました。多くのご参加、ありがとうございました。 
「質の⾼い学び」と「持続可能な学校」の両⽴を⽬指す取組 の関⼼の⾼まりを感じます︕ 

モデル校教職員アンケート結果より ※391 ⼈の回答  

令和４年度モデル校の取組⼀覧  モデル校の取組も学校ぞれぞれなんだね。 

教育課程編成を組織的に考え実践することは、児童⽣徒や教職員にとって有効︕ 

・質の⾼い学びに向けた授業改善が、まだまだ課題。 
・まだ慣れていないからか、児童⽣徒の活動時間の確保が難しい。 
・学ぶ時間の確保のために、さらに何が精選できるか検討が必要。 
・情報共有のあり⽅を組織的に考える必要がある。 
・裁量ある時間の使い⽅に、教職員⼀⼈ひとりに差がある。 など 

モデル校から…取り組んでみて、課題も出てきた︕ 

 

肯定的意⾒ 
58.5％ 

肯定的意⾒ 
67.7％ 

 

肯定的意⾒ 
84.9％ 



 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「持続可能な働き⽅を⽬指して」２年⽬校⻑研修・管理職選択
研修の３回⽬、12 ⽉９⽇（⾦）に花咲研修室で⾏われました。
その中から２校の取組を紹介します。 

荏田東第一小学校 大正小学校 
よこはま ONE TEAM 賞エントリー校の取組 予定管理ツールを活⽤したチャレンジ 

課題 
・毎⽉⼀定数、時間外在
校等時間80時間超の教
職員がいる。 
・校内の授業研究や研
修に対して、負担感を感
じる教職員が多い。 

【具体的な取組】 
・指導案形式⾃由で講師は招聘しない 
・低中⾼学年ブロック内での授業の⾒合いを柱として、
各⼈が設定した研究主題による研究授業 

教員の研究姿勢が積
極的・主体的かつ軽
やかになった 

休み時間に、⽇替わりで３〜７⼈ほどの担任が校庭
で⼦どもと元気に遊ぶようになった 

⼀⼈年間３回の授業
公開を無理なく実施 

今年度、80 時間超の時間外
在校等時間の教職員０⼈ 

ストレスチェック「働きが
い」の項⽬で昨年度より⼀
層改善された 

「働き⽅分析ツール」
による教職員の実態把
握 
●学ぶ時間の確保が⼗分
ではない 
●⽉に３〜４⽇、休⽇出
勤する職員が 23％ 
○71％の教職員が「お互
いに助け合う雰囲気があ
る」と回答 
○81％の教職員が「職場
に業務の効率化を奨励す
る雰囲気がある」と回答 

【具体的な取組】 
・配付物の電⼦化 
・⾃動採点ドリルの導⼊ 
・予定管理ツールの導⼊ 

     など 

〜 Trello（トレロ）〜 
・退勤予定時間を設定
し⾒える化 
・業務の⾒える化 

令和３年度と４年度の 11 ⽉⽐較 
時間外在校等時間が減少した教職員は 25 ⼈中 18 ⼈（72％） 

昨年度に⽐べて１⼈あたり平均約 7 時間の削減 

⾃校の学校運営に⽣かしていきたいこと  
１ ⽇課の⼯夫の検討      （38 ⼈） 
２ 校内検討の機会の創出    （18 ⼈） 
３ 会議の精選・放課後の使い⽅ （15 ⼈） 
４ 意識改⾰・職員研修     （11 ⼈） 
５ ICT やクラウドの活⽤     （8 ⼈） 
６ 教科分担制・チーム学年経営  （4 ⼈） 

情報交換会参会者の振り返りで、ご意見の多かった項目 
 もっと知りたいと思ったこと  

１ 年間授業時間数のカウントについて   （14 ⼈） 
２ 更なる情報交換についての要望     （10 ⼈） 
３ モデル校の資料の共有についての要望 （10 ⼈） 
４ 40 分授業（中学校 45 分授業）の具体 （10 ⼈） 
５ 教職員の意識改⾰            （5 ⼈） 
６ ICT の活⽤               （4 ⼈） 

当⽇は、モデル校の取組を聞いて、参加者からもっと知りたいと多くの質問があり、後半のブレイクアウトル
ームではたいへん活発な意⾒交換となりました。管理職の⽅だけではなく、多くは主幹教諭の⽅々が参加され、
次年度に向けての検討に⽣かしていきたいなど、前向きなご意⾒をたくさんいただきました。 

40 分授業（中学校 45 分授業）を可能にさせる⽂章は、どこに載っているのか。 
A ⼩・中学校それぞれの学習指導要領解説総則編（⼩学校は P62〜63、中学校は P63〜64）において、「④ 授業の１単位

時間」として、「(ｱ)各教科等のそれぞれの授業の１単位時間は、各学校において、各教科等の年間授業時数を確保しつつ、
児童（⽣徒）の発達の段階及び各教科等や学習活動の特質を考慮して適切に定めること」とされており、それに基づき 40
分授業を実施しています。 

事務局への質問に回答させていただきます。 

横浜市全体として、40 分授業（中学校 45 分授業）を進めていく⽅針なのか。 
A 「授業の１単位時間」は、各学校において学校⻑の責任のもと適切に定められるものであり、学校の⾃主性を尊重する観

点でも、市として⼀律には 40 分授業（中学校では 45 分授業）を進めておりませんが、実施校の児童⽣徒からは「40 分
授業になったおかげで、⼀つひとつの授業に集中しやすくなった」、教職員からは「時間のゆとりが気持ちのゆとりにつな
がり、丁寧に児童理解や対応にあたることができるようになった」等の前向きな声もあります。40 分授業は、教職員が裁
量のある時間を確保するための⼿段の１つですので、「質の⾼い学び」と「持続可能な学校」の両⽴を進める中で各学校の
判断で導⼊を検討していただければと思います。事務局としても引き続き、取り組みたい学校に対し、情報共有等を通じ
て⽀援していきます。 

 

成果や課題も… 
朝にゆとりの時間があ
る教職員には好評 
⼊⼒するくらいだった
ら仕事したほうが…と
いう意⾒も 


